
大学入試問題研究

樟蔭中学校・高等学校英語科教諭 相馬宏臣

本中学高校は平成 20年度より中学校入学試験において，従来の「特進コー

スJ及び「総合コースJから，新たに中高 6年-貫教育を行う 「選抜特進コース」

と「特進コース」を設置し生徒募集を行い，現在その第 l期生が高校 2年生

に進級している。

そして，この中高 6年'貫コースが設置されるまで，英語科は中高別の組

織として教育活動を行ってきたが，これを機に中高合同の英語科となった。

また，大学受験指導においても，従来は担当者が個々に入試問題研究を行い

生徒指導に当たっていたが，中高英語科として大学入試問題を研究し，その

結果を英語科の全員で共有し，生徒への大学受験指導に生かすことにした。

この大学入試問題研究では，本校の生徒が主に志望する国公立大学反び私立

大学に合わせ，各大学の問題研究担当者を決め，過去数年間の入試問題を研

究，分析し，問題解説を作成する。そして，そのデータを蓄積して最終的に

は研究冊子を作成する。

現在，国公立大学は大阪府立大学，大阪市立大学，神戸大学，神戸市外国

語大学などの二次試験，私立大学は関西学院大学，関西大学などの研究を始

めている。

また，この研究にあたり関西学院大学高等部英語科の松井久博氏にご指導

をいただき，研修会などを実施している。

以下，筆者が担当した大阪市立大学 2012年前期試験の問題解説の 持部

を紹介する。
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大阪市立大学 2012 前期試験

解説

[第 1段落]

①As an adult human being， you can commw1icate with me in a variety of ways. 

② I can read what you write， listen LO the words you speak， hear your laughter 

and your cries， look at the expressions on your face， watch the actions you 

perform， smell the scent you wear and feel your embrace.③ In ordinary speech 

we might refer to these interactions as‘making contact' ，01" keeping in louch'， 

and yet only 川thelast one on the list involves bodily contact.④八11the others 

operate al a distance.⑤ The use of words Iike ‘contact J and ‘louch' to cover 

such activilies as wriling， vocalization* and visuaJ signal1ing is， when considered 

objectively， strange and rat.her revealing*. ⑥ ωlt is as if we訂 eautomatically 

accepting lhat bodily contact is the mosl basic rOL-m of communication. 

|英文①|

[語句l
as r........，としてJ [前]

human being (動物に対して) r人間J

communica.te with八 rAと意思を通じ合うJ

a variety of A rし1ろいろの AJ

{構造]大人の人間として，あなたは様々な方法で私と意思疎通をすること

が出来る。

① As an ad凶thuman being， you can communicate with me in a variety of wa.ys. 

いろんな方法当抽象的な表現は，次の具体的な英文②で内容を理解する

|英文②|

[語句]

laughter i笑し¥J aを付けない

[例] He burst into laughter. i彼はわっと笑い出した。j

laughは一声の 「笑しリ laughterはひとしきり続く 「笑しリ

expresslon r表情 ・表現J [動 Jexpress r表現するJ

perform [動] r '"を行う，~を果たす，~を演じる」

[名]performance r遂行s 成績，演技J

embrace [名 ] r抱擁，抱き合しリ [動 ] i '"'-'を抱きしめるJ

-38-



{構造}私はあなたの書くものを読み，あなたの話す言葉を聞き，あなたの笑い

声や泣き声を聞き3 あなたの顔の表情を見，あなたのする行動を見，あ

なたが身にまとう香りをかぎ，あなたの抱擁を感じることが出来る。

② r can read what you write， listen to the words yOLl speak， hear your laughter 

and your cries， 1ook at the expressions on your face， watch the actions you 

perform， Sme]l the scent you wear and tieel your embrace. 

(1) A，8，C，O，・. . and J 

*3個以上の語句を並べるときは通例最後の語句の前だけに andを寵く

八，8，C，O，・・.and J 

read 

listen to 

hea[、

1 can look at 

watch 

smell 

feel 

(2) 関係代名詞目的格の省略(接触節)

*名詞の直後にsvを置いて，その名詞を説明する(接触節)

listen to the words (which) you speak 

↑ l 
watch the actions (which) you petform 

ぐ
smell the scent (which) you wear 

|英文③| ↑ i 
{語句l
ordinary [形 ] r普通のj

refer to ̂  as 8 r八を Bと呼ぶj

interaction r交流，相互作用J

and yet [接] fそれでも，けれどもJ

only 否定的意味合いを含む f"，-，しか~なしリと訳せる

the one (前出の名詞の代用語として) fもの，人J

involve八 「八を必然的に合む[伴う]J 
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[構造}日常の会話では，私たちはこれらの交流を「接触するj あるいは

f接触を保つJと表現するだろう 。けれども，そのリストの最後

のものしか身体接触を伴っていない。
~-ーーーーーー一司 J¥ ~ー『

③ In ordinary speech we might両面fulthese interactions las I 'making contact'， 

Jr 'keeping in touch1， and yet only (I)the last one on the list involves boclily 

contact. 

前文②が|thelist |である。

① rcad what you write 

② listen to the words you speak 

③ hear your laughter and your cries 

④ look at the expressions on your face 

⑤ watch thc actions you perform 

⑥ smell the scent YOLl 川 町

⑦ feel your em brace =今|thelast one I (1)の解答

|英文④|

[語句]

the others ③文の oneに対して 「残り全部J

operate i動く，作動するJ

at a distance r離れて，距離を置いてJ

{構造}その他すべての行為は，離れてする動作だ。

④八11the others operate at a distance. 

英文⑤

[語句}

use i利用，使用J

like r ，..._，のようなj

cover i範囲内に人る，~までに及ぶj斗 「表す」

sllch ^ as B rBのような AJ

vocalization r発声J *vocal r声の，ボーカノレJ

visual signallin，g r目に見える合図J

objectively r客観的にJ

rather rかなり， 1;、くぶんJ

revealing r意味深いj *reveal r示す，見せるj
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{構造}書くことや声に出すこと，目に見える合図のような活動までも表す

のに， r触れ合い」や「接触Jのような言葉を使うことは3 客観

的に考えた場合，奇妙で，ちょっと志-味深いものだ。

⑤|TheusJ ofwo山 like|‘contact'and ‘to川， to cover such activities as 

ホ | 小 Ilo不定詞形容詞同法

writing， vocal帥 onand visual signalling囚，[whcn cons伽 ed

分詞構文の挿入

objecti 

*修制lと挿入があるがsvoの単純な英文である。

|言葉を使うことはIr触れ合い」や f接触」のような 丈字を書くことや戸に11¥すこと日

小 i ホ |

に見える合|詞を送ることなどのような府勤までも表すのに， [ 客観的に考-えた場合 ]， 

|奇妙で，ちょっと意味深いものだ|。

|英文⑥|

[語句】

as if""__' rまるで~のようにJ

forrn r形J

[構造】これは，まるで，私たちが自動的に，身体的な接触が最も基本的な

コミュニケーションの形であることを受け入れているかのようだ。

ふ り as if図lare 制omati~ally acceptingll th~t bodily contact is lhe I 

thal節 ・・・動調祉じceplの円的語の名詞節

|most basic form of comrnunic抗lon

主語 It の指示対象は前文~)の主語(同一の主語が引き継がれている)

II =⑤The use of words like 'contact' and ‘tOllch' to cover SL帥 activities

as writing， vocalization* and visual signalling 

-41-


